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札幌市調理師団体連合会会報

NO.95
私 の 好 き な 格 言

「和食文化」
�  本間　勇司

　

後
藤
氏
は
昭
和
28
年
11
月
、
士

別
市
朝
日
町
生
ま
れ
、昭
和
47
年
、

浜
頓
別
高
等
学
校
卒
業
。
そ
の
年

に
和
歌
山
県
白
浜
町
の
「
ホ
テ
ル

三
楽
荘
」
に
て
和
食
の
修
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

子
供
の
頃
か
ら
母
親
の
ご
飯
支

度
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
の
で
、

自
然
と
調
理
の
仕
事
を
し
て
み
た

い
と
の
思
い
が
、
調
理
師
人
生
を

志
す
き
っ
か
け
と
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
後
、大
阪
市
の
「
森
吉
」、

「
藤
壺
」
等
老
舗
料
理
屋
で
腕
を

磨
き
、
昭
和
55
年
「
札
幌
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
」
の
新
館
の
オ
ー
プ
ン

に
合
わ
せ
て
入
社
。昭
和
61
年「
サ

ン
ル
ー
ト
ニ
ュ
ー
札
幌
」に
移
り
、

初
め
て
和
食
料
理
長
と
な
り
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
年

に
当
会
に
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
２
年
「
札
幌
北
広
島
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
」、
平
成
８
年
「
札

幌
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
」、
最
後
に

平
成
19
年
「
ル
ス
ツ
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
和
食
の
料

理
長
と
し
て
歴
任
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ル
ス
ツ
で
は
定
年
ま
で
勤
務

さ
れ
、
在
職
中
は
、
ア
ン
チ
エ
イ

ジ
ン
グ
食
・
ハ
ラ
ー
ル
食
に
本
格

的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
に
は
、
北
京
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
合
わ
せ
て

中
国
河
北
省
張
家
口
市
の
「
翠
云

山
ホ
テ
ル
」
で
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン

の
料
理
長
と
し
て
招
か
れ
、
一
年

六
か
月
、
様
々
な
貴
重
な
経
験
を

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。ま
た
、

平
成
17
年
に
は
「
北
海
道
産
業
貢

献
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、南
区
食
改
善
推
進
員
、

さ
っ
ぽ
ろ
食
の
安
全
・
安
心
モ
ニ

タ
ー
、
料
研
事
務
長
と
し
て
活
動

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

長
ら
く
料
理
長
と
し
て
の
重
責

を
全
う
し
、
ま
た
、
海
外
で
の
経

験
も
さ
れ
た
氏
に
対
し
て
、「
お
疲

れ
様
で
し
た
」の
言
葉
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
ご
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
紹
介
者
）

札
幌
第
一
割
烹
調
理
師
会

成
田　
　

寿

札幌第一割烹調理師会
副会長

後藤　俊幸 氏

庖
丁
い
っ
ぽ
ん

庖
丁
い
っ
ぽ
ん

題
字\

札
調
連
第
３
代
会
長

故 

鈴
木 

健
雄 

氏

JRタワーホテル日航札幌の36階から見える西側の景色
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第
31
回

「
地
産
地
消
・
健
康
料
理

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催

　

令
和
６
年
度
第
31
回
地
産
地

消
・
健
康
料
理
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
、
10
月
16
日
に
「
Ｊ
Ｒ
タ
ワ
ー

ホ
テ
ル
日
航
札
幌
」
36
階
の
ス
カ

イ
バ
ン
ケ
ー
ト
ル
ー
ム
「
た
い
よ

う
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選

で
当
選
し
た
市
民
や
関
係
者
約
100

名
が
参
加
し
、
午
前
中
の
講
演
会

の
後
、
午
後
か
ら
の
試
食
会
で
食

材
や
調
理
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
中

国
料
理
の
味
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

午
前
の
講
演
会
は
、
札
幌
市
の

職
員
に
よ
る
「
食
育
を
通
じ
た

ウ
ェ
ル
ネ
ス
推
進
の
取
組
」と「
食

の
安
全
・
安
心
に
向
け
た
札
幌
市

の
取
組
と
消
費
者
の
役
割
」
と
題

す
る
講
演
が
行
わ
れ
、
午
後
か
ら

の
試
食
会
で
は
日
本
中
国
料
理
協

会
札
幌
支
部
が
調
理
を
担
当
し
、

地
元
の
食
材
を
数
多
く
使
い
栄
養

と
健
康
に
配
慮
し
た
中
国
料
理
の

試
食
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
は
、

提
供
さ
れ
た
９
品
の
中
国
料
理
に

つ
い
て
、
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
し
た

Ｊ
Ｒ
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
日
航
札
幌
の

有
城
伸
一
料
理
長
の
説
明
や
メ

ニ
ュ
ー
開
発
の
裏
話
を
聞
き
な
が

ら
、
美
味
し
い
料
理
に
舌
鼓
を
打

ち
、
楽
し
く
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
せ
た
よ
う
で
し
た
。

　

来
年
の
健
康
料
理
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、
札
幌
そ
ば
麵
類
研
究
会

が
担
当
す
る
予
定
で
す
。

第
52
回
「
庖
丁
塚
魚
鳥
菜

記
念
碑
供
養
祭
」
開
催

　

７
月
25
日
、
札
幌
市
中
央
区
の

円
山
公
園
に
建
立
さ
れ
て
い
る
庖

丁
塚
魚
鳥
菜
記
念
碑
前
で
、
第
52

回
庖
丁
塚
魚
鳥
菜
記
念
碑
供
養
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
供
養

祭
は
、
使
命
を
果
た
し
た
庖
丁
に

感
謝
の
念
を
捧
げ
こ
の
塚
に
収
納

す
る
と
と
も
に
、
食
材
と
し
て
使

わ
れ
た
魚
鳥
菜
の
生
命
に
感
謝
し

永
遠
の
冥
福
を
祈
り
、
札
幌
市
民

の
食
生
活
の
向
上
を
願
っ
て
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

供
養
祭
で
は
、
使
命
を
果
た
し

た
庖
丁
を
収
納
し
た
あ
と
、
今
年

度
登
録
さ
れ
た
札
幌
市
名
誉
調
理

師
の
方
に
名
誉
調
理
師
の
証
が
授

与
さ
れ
、
札
調
連
役
員
、
議
員
、

関
係
団
体
、
関
係
企
業
の
皆
様
と

加
盟
団
体
か
ら
の
参
列
者
が
玉
串

奉
奠
を
行
い
、
供
養
祭
を
終
え
ま

し
た
。

　

庖
丁
塚
の
周
囲
に
は
平
成
19
年

か
ら
植
え
始
め
た
ア
ジ
サ
イ
が
数

多
く
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
６
月

の
降
水
量
が
少
な
か
っ
た
影
響

か
、
昨
年
に
比
べ
花
は
や
や
小
ぶ

り
で
し
た
が
、
67
名
の
参
加
者
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

10
月
10
日
、
札
幌
市
中
央
卸
売

市
場
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
令

和
６
年
度
「
ふ
ぐ
処
理
者
認
定
試

験
準
備
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。今
年
度
の
受
講
者
は
30
名
で
、

午
前
中
は
「
関
係
法
規
・
水
産
食

品
の
衛
生
知
識
」
と
「
ふ
ぐ
の
種

類
・
鑑
別
」
の
講
義
を
行
い
、
午

後
か
ら
は
ふ
ぐ
処
理
の
実
習
を
行

い
ま
し
た
。

　

「
ふ
ぐ
の
種
類
・
鑑
定
」
の
講

義
で
は
、
講
師
が
ふ
ぐ
の
特
徴
を

説
明
し
た
後
、
実
物
と
剥
製
で
示

し
た
９
種
類
の
ふ
ぐ
を
観
察
し
て

そ
の
種
類
（
種
名
）
を
答
え
る
も

の
で
、
受
講
者
は
初
め
て
見
る
ふ

ぐ
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
熱
心
に

特
徴
を
覚
え
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
講
師
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
マ
フ
グ
を
一
人
一
尾

ず
つ
解
体
処
理
し
、
食
べ
ら
れ
る

部
分
と
食
べ
ら
れ
な
い
部
分
に
仕

分
け
を
行
い
、
心
臓
や
肝
臓
な
ど

に
名
札
を
付
け
て
臓
器
を
見
分
け

る
勉
強
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
講
者
の
皆
さ
ん
は
10
月
下
旬

に
行
わ
れ
る
本
試
験
に
備
え
て
、

緊
張
し
な
が
ら
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度「
ふ
ぐ
処
理
者
認
定

試
験
準
備
講
習
会
」開
催

調理担当団体 本田卓也日中協
札幌支部長 挨拶

玉串奉奠を行う森下稔運営委員長 小泉哲也会長代行の「名誉調理師の証」授与

講義「ふぐの種類・鑑別」の様子

影山雄一 札幌市ウェルネス
推進担当局長 挨拶
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赤
い
羽
根
街
頭
募
金
に
参
加

　

10
月
１
日
、
札
幌
市
名
誉
調
理

師
12
名
が
「
赤
い
羽
根
街
頭
募
金

活
動
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
北
３
条
広
場
ア
カ
プ
ラ
近
く

の
２
か
所
に
分
か
れ
て
活
動
を
行

い
ま
し
た
が
、
10
月
に
し
て
は
気

温
が
高
く
、
日
中
の
最
高
気
温
が

25
℃
を
超
え
る
中
で
、
参
加
し
た

名
誉
調
理
師
の
皆
さ
ん
は
、
汗
を

か
き
な
が
ら
声
を
か
ら
し
な
が
ら

通
行
す
る
方
々
に
募
金
の
呼
び
か

け
を
行
い
、
午
前
11
時
か
ら
の
約

１
時
間
の
活
動
を
無
事
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
札
幌
市
名
誉
調
理
師
会

総
会
」
開
催

　

10
月
１
日
午
前
中
の
「
赤
い
羽

根
街
頭
募
金
活
動
」に
引
き
続
き
、

札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
東
館
チ
ャ

イ
ニ
ー
ズ
ダ
イ
ニ
ン
グ
黄
鶴
で
11

名
の
名
誉
調
理
師
が
参
加
し
、「
札

幌
市
名
誉
調
理
師
会
総
会
・
懇
親

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
佐
藤
元
治
現
幹
事

長
の
司
会
進
行
に
よ
り
会
計
報
告

や
活
動
報
告
の
ほ
か
、
名
誉
調
理

師
会
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
新

役
員
と
し
て
会
長
に
は
札
幌
割
烹

調
理
師
会
の
山
﨑
幸
雄
氏
、
副
会

長
に
は
札
幌
そ
ば
麵
類
研
究
会
の

佐
藤
元
治
氏
、
幹
事
長
に
は
札
幌

第
一
割
烹
調
理
師
会
の
佐
藤
登

氏
、
監
事
に
は
全
日
本
司
厨
士
協

会
札
幌
支
部
の
所
司
益
於
氏
が
そ

れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
名
誉
調
理
師
の
登
録

料
や
会
員
の
定
年
制
な
ど
に
つ
い

て
も
話
し
合
わ
れ
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
長
逝
去
に
関
す
る

お
知
ら
せ

　

当
連
合
会
の
鈴
木
健
雄
会
長
は

病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
、
８
月
11

日
、
享
年
74
歳
に
て
逝
去
し
、
同

日
を
も
っ
て
会
長
を
退
任
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
令
和
７

年
５
月
に
開
催
予
定
の
定
期
総
会

に
お
き
ま
し
て
後
任
の
会
長
を
選

任
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
ま
で
の
間
、
鈴
木
裕
一
郎
会
長

代
行
が
会
長
の
職
務
を
代
理
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

札幌市名誉調理師会総会・懇親会

街頭募金に立つ名誉調理師と募金に協力する市民

赤い羽根街頭募金活動を行った札幌市名誉調理師

高級鮮魚介・冷凍魚介・各国輸入蛯

衛生的な設備を誇る
業務用卸のエキスパート‼

札幌市中央区北13条西16丁目３－13
TEL 709－1221(代)　FAX 709－1225
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料理を説明する有城伸一料理長

参加者の質問に答える調理担当者

次回担当の佐藤元治氏 挨拶

第31回地産地消・健康料理フェスティバル

札幌市名誉調理師による庖丁塚供養祭開始前の記念撮影（令和６年７月25日）

広東焼き物入り
前菜盛り合わせ

かぶとタラバ蟹のスープ ニラ入り海老蒸し餃子・
うずら卵入り焼売

北海道産マフグの米粉揚げ 
スパイシーソース

知床鶏の台湾醤油照り焼き 大海老のオーロラソース和え
ニンニクの芽かんざし仕立て

広東風粥クルミ饅頭と愛玉子ゼリー うどんのオイスターソース炒め
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レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

　
札
幌
支
部
女
性
部
勉
強
会

札
幌
支
部
女
性
部
勉
強
会��

��「
ア
ッ
ロ・ス
コ
ー
リ
オ
を
探
究
す
る
」

「
ア
ッ
ロ・ス
コ
ー
リ
オ
を
探
究
す
る
」

　

札
幌
支
部
女
性
部
勉
強
会
を
、

令
和
６
年
８
月
６
日
に
モ
ン
テ
物

産
株
式
会
社
の
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ

オ
に
て
開
催
し
、
15
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
ア
ッ
ロ
・

ス
コ
ー
リ
オ
を
探
究
す
る
」。
魚

介
の
旨
味
た
っ
ぷ
り
の
味
わ
い
に

す
る
パ
ス
タ
の
秘
訣
を
、
宮
島
学

園
北
海
道
調
理
師
専
門
学
校
講
師

の
松
本
智
喜
氏
に
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、
①
リ
コ
ッ
タ

チ
ー
ズ
と
生
ハ
ム
の
サ
ラ
ダ
～
リ

コ
ッ
タ
チ
ー
ズ
を
作
り
、
野
菜
等

に
添
え
る
。
②
ト
ウ
キ
ビ
の
ス
ー

プ
～
と
う
も
ろ
こ
し
の
芯
を
ス
ー

プ
に
使
い
味
を
出
す
。
③
ス
コ
ー

リ
オ
～
南
イ
タ
リ
ア
の
磯（
海
岸
）

の
料
理
、
ト
マ
ト
、
魚
介
類
と
魚

の
ア
ラ
を
煮
出
し
た
ス
ー
プ
を
合

わ
せ
て
パ
ス
タ
を
和
え
る
。

　

レ
シ
ピ
は
分
か
り
や
す
く
、
作

り
方
も
シ
ン
プ
ル
で
、
す
ぐ
に
家

庭
で
作
り
た
い
と
思
え
る
メ

ニ
ュ
ー
で
し
た
。
出
来
上
が
っ
た

料
理
は
風
味
が
優
し
く
塩
加
減
も

程
良
く
、
ヘ
ル
シ
ー
で
私
た
ち
女

性
に
は
と
て
も
う
れ
し
い
も
の
で

し
た
。
後
日
我
が
家
で
も
３
品
に

挑
戦
す
る
と
大
好
評
で
、
定
番
メ

ニ
ュ
ー
に
な
り
そ
う
で
す
。ま
た
、

ス
コ
ー
リ
オ
と
ペ
ス
カ
ト
ー
レ
、

マ
リ
ナ
ー
ラ
等
の
違
い
も
更
に
詳

し
く
知
り
た
い
と
思
い
、「
秘
訣

を
探
求
す
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
ど

お
り
大
変
有
意
義
な
勉
強
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

試
食
後
の
締
め
く
く
り
に
は
札

幌
支
部
支
部
長
の
吉
田
郁
雄
氏
か

ら
挨
拶
が
あ
り
、「
若
い
世
代
の

新
し
い
も
の
に
得
る
も
の
が
あ
る

と
感
じ
た
」
と
感
想
を
話
さ
れ
ま

し
た
。そ
の
言
葉
に
、時
代
に
沿
っ

た
飽
く
な
き
向
上
心
を
感
じ
る
と

共
に
、
次
世
代
を
担
う
料
理
人
へ

の
大
き
な
エ
ー
ル
に
聞
こ
え
、
真

に
「
料
理
は
愛
」
と
思
い
至
り
ま

し
た
。

　

松
本
智
喜
シ
ェ
フ
、
モ
ン
テ
物

産
株
式
会
社
様
、
い
つ
も
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
サ
ッ
ポ
ロ
ウ
エ

シ
マ
コ
ー
ヒ
ー
株
式
会
社
様
、
お

力
添
え
頂
き
ま
し
た
方
々
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
日
本
司
厨
士
協
会
札
幌
支
部

女
性
部
副
部
長
　
安
藤
百
合
子

定
山
渓
調
理
師
会

定
山
渓
調
理
師
会

　

私
の
所
属
す
る
定
山
渓
調
理
師

会
の
今
年
度
の
活
動
報
告
に
つ
い

て
、
初
夏
７
月
に
毎
年
恒
例
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
「
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
」
を
、
八
剣
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
に
て
会
員
20
名
程
で
行
い
ま
し

た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
て
36
ホ
ー
ル

行
い
、
昼
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
鍋
を
い
た
だ
き
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

　

９
月
に
は
、
昨
年
同
様
、
専
門

知
識
を
テ
ー
マ
と
し
て
〈
ス
ッ
ポ

ン
〉、
和
食
で
は
別
名
〈
丸
〉
と

も
言
わ
れ
、
手
間
の
か
か
る
食
材

で
す
。
講
師
は
支
部
長
の
「
ふ
る

川
」溝
口
料
理
長
が
行
い
、前
も
っ

て
試
食
を
４
品
（
お
椀 

丸
吸
、

煮
凝
り
、
卵
の
味
噌
漬
け
、
肝
の

山
椒
煮
）
用
意
し
て
も
ら
い
、
試

食
し
な
が
ら
生
き
た
ス
ッ
ポ
ン
を

裁
き
、
ス
ッ
ポ
ン
に
欠
か
せ
な
い

生
血
を
日
本
酒
で
割
っ
て
希
望
者

に
飲
ん
で
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ま

だ
生
き
て
い
る
肝
臓
を
生
で
食
べ

て
も
ら
い
、
皮
剥
き
の
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
約
90
分
か
け
会
員
と

南
区
の
や
ま
び
こ
会
を
含
め
た
参

加
者
32
名
、
ス
ッ
ポ
ン
を
初
め
て

見
る
人
や
食
べ
た
人
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
。

定
山
渓
調
理
師
会

佐
藤　
　

修

モンテ物産㈱様の素敵なキッチン
スタジオをお借りしました

松本シェフと助手の新関さん

講師の溝口料理長

皮剥きの体験

試食のスッポン料理

印刷も、
Webも、
電子書籍も。

札幌市中央区南４条西５丁目６
TEL 011－241－4540
FAX 011－241－4505



もじゃこ通信95号

－ －6

「
石
川
県
能
登
の
地
震
・
豪
雨
」

日
本
中
国
料
理
協
会
札
幌
支
部

泉　
　

勝
志

　

令
和
６
年
は
元
旦
の
地
震
か
ら

始
ま
り
、
９
月
21
日
は
復
興
を
目

指
し
て
い
た
地
域
に
記
録
的
な
豪

雨
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
仮
設
住
宅
に
も
水
害

に
よ
る
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
、
今
な
お
停

電
・
断
水
が
続
い
て
お
り
、
多
く

の
住
民
が
厳
し
い
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
で
少
し
ず
つ
復
旧
し

て
い
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
能
登

地
方
の
皆
様
が
平
常
の
生
活
に
戻

れ
る
よ
う
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

私
達
調
理
師
に
と
っ
て
あ
ら
ゆ

る
食
材
の
値
上
げ
が
続
く
な
か
、

温
暖
化
に
よ
る
漁
業
農
業
に
様
々

な
影
響
が
起
こ
り
、
特
に
、
今
年

は
秋
鮭
が
記
録
的
な
不
漁
と
報
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
年
末
年
始
の
需

要
期
、
皆
さ
ん
に
は
大
変
な
ご
苦

労
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

何
か
と
辛
い
こ
と
ば
か
り
で
す

が
、
私
の
楽
し
み
は
、
ア
メ
リ
カ

Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
大
谷
選
手
の
活
躍
で

す
。
連
日
の
ニ
ュ
ー
ス
等
で
報
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
数
々
の
記
録
が

随随  

　
想
　
想

達
成
さ
れ
、
今
後
の
活
躍
が
楽
し

み
で
す
。
そ
し
て
、
ド
ジ
ャ
ー
ス

の
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
優
勝
、
日

本
で
は
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
日
本
一

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
は
選
挙
で
す
。
今
回
の
も

じ
ゃ
こ
通
信
が
発
行
さ
れ
る
頃
に

は
、
ど
ち
ら
も
結
果
が
出
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
私
達
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
世
の
中
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　

早
い
も
の
で
今
年
も
あ
と
約

２
か
月
。
少
し
早
い
で
す
が
令

和
７
年
が
皆
様

に
と
っ
て
素

晴
ら
し
い
年

に
な
る
よ
う

お
祈
り
致
し

ま
す
。

「
鰹
節
・
雑
節�

そ
ば
の
味
」

札
幌
そ
ば
麵
類
研
究
会

佐
藤
公
二
男

　

歴
代
の
蕎
麦
屋
に
と
っ
て
店
舗

の
顔
と
し
て
大
切
な
そ
ば
の
味
。

そ
れ
は
麺
の
味
で
あ
る
と
と
も
に

噛
み
応
え
、
の
ど
越
し
、
そ
し
て

飲
み
込
ん
だ
後
に
残
る
香
り
を

含
め
た
余
韻
で
あ
る
。

　

そ
の
そ
ば
の
余
韻
を
忘
れ
が
た

い
も
の
に
す
る
の
が
そ
ば
ツ
ユ
で

あ
り
、
主
な
る
味
の
原
料
醤
油
と

ダ
シ
の
主
原
料
の
鰹
節
が
生
み
出

し
た
も
の
で
あ
る
。

食
材
の
は
な
し

食
材
の
は
な
し
　

た
だ
、
そ
ば
は
歴
史
も
古
く
、

地
域
に
よ
る
特
産
品
と
し
て
工
夫

が
な
さ
れ
、
地
方
色
豊
か
な
食
べ

物
で
あ
り
、
故
郷
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
る
食
べ
物
で
も
あ
る
。

　

北
海
道
の
昆
布
が
北
前
船
に
よ

り
、
関
西
か
ら
沖
縄
ま
で
愛
用
さ

れ
て
い
る
の
を
知
っ
て
驚
き
、
北

海
道
の
我
々
は
あ
ま
り
昆
布
を
使

わ
な
い
こ
と
に
更
に
驚
い
た
修
業

時
代
。
ダ
シ
を
学
び
た
く
な
る
切

欠
に
も
な
っ
て
い
た
。

　

鰹
節
を
学
ん
で
い
く
う
ち
に
結

論
め
い
た
答
え
が
一
つ
、
鰹
の
煮

干
し
で
あ
っ
た
。
魚
体
が
大
き
い

故
の
工
夫
は
あ
る
が
、
よ
り
良
い

味
を
作
る
た
め
の
歴
で
も
あ
る
。

更
に
他
の
煮
干
し
の
味
の
持
ち
味

と
混
ぜ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り

喜
ば
れ
る
味
に
し
よ
う
と
地
方
に

よ
り
工
夫
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

そ
れ
に
加
え
る
昆
布
も
、
癖
の

強
さ
は
抑
え
て
味
だ
け
を
際
立
た

せ
、
鰹
の
味
に
忍
ば
せ
る
。
感
性

と
い
う
技
術
で
あ
る
。

　

日
本
中
が
毎
日
喜
ぶ
顔
の
原
点

の
鰹
節
、
歴
史
は
太
平
洋
の
島
々

の
保
存
食
、
魚
の
干
物
か
ら
き
て

い
る
の
で
は
な
い
か
？
そ
の
製
法

が
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
を
経
て
日

本
へ
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
う
考
え

る
と
日
本
の
料
理
も
外
国
と
の
繋

が
り
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
、
伝
統
と
言
い
な
が
ら

も
、
交
流
や
環
境
の
変
化
に
よ
っ

て
、
ま
だ
ま
だ
進
化
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。

私

好

な

言

の

き

格

「
和
食
文
化
」

　
一
般
的
な
格
言
も
素
敵
だ
が
、

和
食
を
好
き
な
私
に
と
っ
て
大

切
に
し
て
い
る
言
葉
は
「
和
食

文
化
」で
あ
る
。
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ

ト
検
索
し
て
も
食
に
関
わ
る
情

報
が
あ
ふ
れ
、
一
億
総
グ
ル
メ

化
の
時
代
に
。
特
に
、
テ
レ
ビ

で
は
何
か
と
「
美
味
し
い
」
と

の
大
合
唱
に
は
、
い
さ
さ
か
違

和
感
を
感
じ
る
時
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
私
自
身
「
食
っ
て

何
だ
ろ
う
」「
文
化
と
は
何
だ
ろ

う
」
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
が
頻

繁
に
あ
り
、
古
い
書
籍
な
ど
を
拝

読
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
特
に
感
じ
た
の
は
、
美
味
し

さ
の
背
後
に
あ
る
食
文
化
に
触
れ

て
こ
そ
美
味
し
い
と
言
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

食
の
文
化
は
栄
養
補
給
の
為
の

食
で
は
な
く
、
何
万
年
も
か
け
て

き
た
風
土
・
民
族
の
歴
史
に
よ
る

文
化
的
特
性
が
生
じ
ま
す
。
食
文

化
と
い
う
言
葉
は
、
日
本
で
せ
い

ぜ
い
50
数
年
前
か
ら
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
間
に
和
食
と
い
う

分
野
の
衰
退
が
進
み
、
２
０
１
３

年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
、
自
国
の
伝
統
的
な

和
食
が
今
は
存
亡
の
危
機
に
あ
る

か
ら
で
す
。

　

海
外
か
ら
は
和
食
は
賞
賛
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
肝
心
の
日
本
か
ら

は
消
え
か
け
て
い
る
ド
ー
ナ
ツ
現

象
が
起
き
て
い
ま
す
。
家
庭
か
ら

消
え
、
日
本
料
理
店
が
減
り
、
日

本
料
理
人
を
目
指
す
若
者
も
減
っ

て
お
り
ま
す
が
、お
米
を
食
べ
る
、

出
汁
を
と
り
味
噌
汁
を
飲
む
意

味
や
有
用
性
な
ど
を
知
る
こ
と

に
よ
り
、
美
味
し
さ
の
秘
密
が

わ
か
り
、
よ
り
一
層
、
和
食
の

魅
力
が
感
じ
ら
れ
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
和
食
を

伝
え
き
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
和

食
は
文
化
で
す
。
日
本
料
理
を

提
供
す
る
立
場
と
し
て
、今
後
、

学
校
授
業
・
講
習
会
な
ど
を
通

じ
て
次
世
代
に
伝
承
し
て
い
き

た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

札
幌
割
烹
調
理
師
会

本
間　

勇
司
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北
全
調
だ
よ
り

北
全
調
だ
よ
り

　

10
月
13
日
（
日
）
に
調
理
師
全

道
研
修
大
会
を
開
催
し
、
今
年
で

第
59
回
目
を
迎
え
る
調
理
技
能
コ

ン
ク
ー
ル
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
調
理
現
場
で
の
人
手
不
足
な

ど
大
変
厳
し
い
状
況
の
中
、
調
理

技
能
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
た
選

手
の
皆
様
は
じ
め
、
全
道
研
修
大

会
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に

改
め
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
初
の

試
み
と
し
て
、
近
年
、
北
海
道
で

漁
獲
高
が
急
増
し
て
い
る
ふ
ぐ
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、「
漁
獲
量
全
国

１
位　

北
海
道
産
ふ
ぐ
の
食
彩

会
」
と
題
し
、
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
の
誇
る
和
洋
中
３
人
の
名
匠
に

よ
る
料
理
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
取
組
を
、
北
海
道
に
ふ

ぐ
料
理
を
広
め
る
た
め
の
第
一
歩

と
位
置
づ
け
、
今
後
と
も
北
海
道

産
ふ
ぐ
の
美
味
し
さ
と
魅
力
を
多

く
の
方
々
に
伝
え
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
北
海
道
の
調
理
師
試

験
の
合
格
発
表
が
10
月
11
日
に
あ

り
ま
し
た
。
受
験
者
数
が
991
人
、

合
格
率
が
68
・
４
％
で
、
受
験
者

数
が
昨
年
に
続
き
１
０
０
０
人
を

割
り
込
み
、
10
年
前
の
約
半
数
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
会
と
し
ま
し

て
も
、
来
年
度
以
降
も
試
験
対
策

準
備
講
習
会
の
実
施
、
参
考
書
や

問
題
集
の
斡
旋
な
ど
に
よ
り
、
次

の
時
代
を
担
う
方
々
へ
の
支
援
を

さ
ら
に
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
各
地
で
冬
の
準
備
に
追

わ
れ
る
頃
、
２
年
に
一
度
の
「
調

理
師
就
業
届
出
受
理
業
務
」
の
準

備
が
始
ま
り
ま
す
。
調
理
師
法
に

定
め
ら
れ
て
い
る
本
業
務
は
、
平

成
６
年
に
そ
の
第
一
回
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
本
会
で
は
北
海
道
の

委
託
を
受
け
て
全
道
の
各
支
部
、

各
調
理
師
団
体
、
保
健
所
の
ご
協

力
を
頂
い
て
取
り
ま
と
め
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
前
回
の
令
和
４
年

度
の
届
出
件
数
は
、
７
０
７
９
件

で
し
た
。

　

「
調
理
師
就
業
届
出
」
は
、
調

理
師
の
社
会
的
地
位
の
向
上
活
動

に
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
前
回

同
様
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

世
界
情
勢
が
極
め
て
不
安
定
で

あ
り
、国
内
に
お
い
て
も
物
価
高
、

人
手
不
足
な
ど
不
安
な
日
々
が
続

く
年
末
と
な
っ
て
い
ま
す
。
来
る

令
和
７
年
に
は
、
世
界
が
平
和
に

向
い
、
北
海
道
の
飲
食
文
化
を
支

え
て
き
た
全
道
各
地
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
良
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
一
社
）北
海
道
全
調
理
師
会

事
務
局
長
　
伊
藤　

哲
男

　

会
報
編
集
委
員

委
員
長　

鈴
木
裕
一
郎（
札
調
連
会
長
代
行
）

委　

員　

石
塚　

博
久（
札
幌
そ
ば
麺
類
研
究
会
）

　
　
　
　

佐
藤　
　

修（
定
山
渓
調
理
師
会
）

　
　
　
　

本
間　

勇
司（
札
幌
割
烹
調
理
師
会
）

　
　
　
　

泉　
　

勝
志（
日
本
中
国
料
理
協
会
）

　
　
　
　

板
倉　

洋
祐（
全
日
本
司
厨
士
協
会
）

　
　
　
　

成
田　
　

寿（
札
幌
第
一
割
烹
調
理
師
会
）

編
集
長　

山
口　

弘
行（
事
務
局
長
）

機
関
紙
／
も
じ
ゃ
こ
通
信

令
和
６
年
11
月
25
日
発
行　

第
95
号

編
集
発
行
人
／
鈴
木
裕
一
郎

発
行
所
／
札
幌
市
調
理
師
団
体
連
合
会

 

〒
061-

0012 

札
幌
市
中
央
区
北
12
条
西
20
丁
目
２

－１

　
　
　
　

 

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
水
産
棟
４
階

電
話
／（
〇
一
一
）二
一
五

－

六
一
二
五

印
刷
／
株
式
会
社
正
文
舎

　

鈴
木
健
雄
会
長
逝
去
の
報
せ
は

あ
ま
り
に
も
突
然
で
し
た
。
今
年

２
月
の
札
調
連
新
年
会
で
は
、
翌

日
の
検
査
入
院
に
備
え
て
ア
ル

コ
ー
ル
は
口
に
せ
ず
、
ウ
ー
ロ
ン

茶
で
宴
会
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ

り
、
そ
の
後
の
会
議
や
打
合
せ
の

場
で
も
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
ご

様
子
で
、
最
後
に
お
姿
を
拝
見
し

た
の
が
、
６
月
27
日
の
庖
丁
塚
供

養
祭
の
運
営
委
員
会
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
そ
の
数
日
後
、
屋
外
の

イ
ベ
ン
ト
に
出
席
し
体
調
を
崩
し

入
院
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
そ

の
後
ひ
と
月
余
り
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。
会
長
が
、
市
民
・
道
民
に

馴
染
み
の
薄
い
「
フ
グ
」
の
魚
食

拡
大
に
向
け
て
精
力
的
に
行
動
し

始
め
た
矢
先
の
こ
と
で
、
会
長
の

熱
い
思
い
が
今
で
も
蘇
っ
て
き
ま

す
。

特別賛助会員

当連合会の運営に特別にご支援いただいている特別賛助会員の方々です。（敬称略）

賛　助　会　員　名 役　職 ・ 氏　名 住　　　　　所

株式会社　すし善 代表取締役 嶋宮　　勤 中央区北１条西27丁目

札幌グランドホテル 総支配人 長瀬　隆則 中央区北１条西４丁目

札幌パークホテル 総支配人 須田　雅之 中央区南10条西３丁目

ホテルライフォート札幌 総支配人 安岡　政光 中央区南10条西１丁目

京王プラザホテル札幌 代表取締役社長 本田　敏人 中央区北５条西７丁目

学校法人　山口学園北海道中央調理技術専門学校 学校長 山口　伸矢 豊平区月寒西３条６丁目

学校法人　光塩学園調理製菓専門学校 理事長 南部ユンクィアンしず子 中央区大通西14丁目

札幌ビューホテル大通公園 総支配人 石井　高宏 中央区大通西８丁目

ホテルポールスター札幌 総支配人 山脇　英嗣 中央区北４条西６丁目
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